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「
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
」―

                    

世
界
を
変
え
る
に
は
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「
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
」
と
い
う
米
国

映
画
が
あ
る
。
ペ
イ
は「
支
払
う
」、フ
ォ

ワ
ー
ド
は
「
前
へ
」「
先
へ
」
だ
か
ら
、

日
本
語
で
は
「
恩
送
り
」
の
よ
う
な
意

味
に
解
さ
れ
る
。

　

少
年
が
学
校
で
「
世
界
を
変
え
る
に

は
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
課
題
を
出
さ

れ
、「
誰
か
に
親
切
に
さ
れ
た
ら
、
別

の
三
人
に
親
切
に
す
る
」
と
い
う
ア
イ

デ
ア
を
思
い
つ
く
。
親
切
に
さ
れ
た
三

人
は
、
ま
た
別
の
三
人
に
親
切
に
す
る
。

そ
う
や
っ
て
、
い
わ
ば
恩
を
先
の
人
に

送
っ
て
い
け
ば
、
善
意
の
連
鎖
で
き
っ

と
世
界
は
素
晴
ら
し
く
変
わ
っ
て
ゆ
く

だ
ろ
う
。
そ
う
信
じ
て
、
少
年
は
笑
わ

れ
な
が
ら
も
実
行
に
移
し
て
ゆ
く
…
…

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

今
の
職
に
就
き
、
地
域
の
方
の
善
意

に
触
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
テ
レ
ビ

で
見
た
こ
の
映
画
の
こ
と
を
折
々
思
い

出
す
。「
地
域
の
福
祉
に
役
立
て
て
」と
、

日
々
、
寄
託
を
受
け
る
。
多
く
は
郵
便

振
替
で
。
毎
月
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は

年
に
何
度
も
お
送
り
く
だ
さ
る
方
も
い

る
。
匿
名
の
方
も
少
な
く
な
い
。
ど
の

よ
う
な
方
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら

な
の
か
、
た
だ
た
だ
あ
り
が
た
く
、
心

の
中
で
頭
を
下
げ
る
。

　

例
え
ば
、
善
意
の
行
き
先
の
一
つ
、

施
設
な
ど
の
子
ど
も
ら
か
ら
、
お
礼
の

手
紙
が
事
務
所
に
届
く
こ
と
が
あ
る
。

寄
付
を
も
と
に
、
夏
は
キ
ャ
ン
プ
や
海

水
浴
、
冬
は
ス
キ
ー
な
ど
が
子
供
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。
そ
れ
へ
の
感

謝
の
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
て
い
て
、
私
た

ち
も
温
か
な
気
持
ち
に
な
る
。

　

い
た
だ
い
た
善
意
は
、
ち
ゃ
ん
と
届

い
て
い
ま
す
よ
、
こ
う
し
て
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
よ
、
と
善
意
の
送
り

主
の
方
た
ち
に
も
感
謝
を
伝
え
た
く
な

る
。

　

け
れ
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
だ
、
と

ど
こ
か
で
声
が
す
る
。
感
謝
で
は
な
く

「
恩
送
り
」
こ
そ
、
送
り
主
た
ち
の
願
い

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
善
意
を
受
け

取
っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
そ
の
先
へ
善
意
を

送
っ
て
、
と
。

　

善
意
は
こ
ん
な
に
、
確
か
に
あ
る
の

に
、
ど
う
し
て
世
界
は
変
わ
ら
な
い
の

だ
ろ
う
。そ
う
思
う
時
も
あ
る
。け
れ
ど
、

ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
。
映
画
の
結
末
は

こ
こ
で
触
れ
な
い
が
、
夢
は
未
来
に
託

す
し
か
な
い
。

　
　
　

※　
　
　

※　
　
　

※

　

成
田
山
索
の
会
さ
ま
、
成
田
山
大
聖

寺
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
毎
年
難

病
者
激
励
金
を
贈
呈
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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理
事
長
　
　
林
　
寛
子

社
会
福
祉
法
人

　
　
中
日
新
聞
社
会
事
業
団

青
葉
ま
つ
り

弘
法
大
師
ご
生
誕
慶
祝
法
要

　
六
月
十
五
日
　
午
前
十
時

興
教
大
師
ご
生
誕
慶
祝
法
要

　
六
月
十
七
日
　
午
前
十
時
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四
月
二
十
一
日
、
犬
山
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長
＝
福
冨

孝
弘
氏
）
の
早
朝
例
会
が
、
信

徒
会
館
二
階
東
西
の
間
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
一
同
は
、
朝
護
摩
供
に

参
拝
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

発
展
を
ご
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
冨
会
長
に
よ
る
ご

挨
拶
と
服
部
法
務
課
長
に
よ
る

法
話
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

成
田
山
に
集
う
名
車
た
ち

成
田
山
学
童
写
生
大
会
開
催

入
仏
記
念
法
要
厳
修

大
仏

早
朝
例
会
開
催

犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

新し
ん
せ
い生

　

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六

日
ま
で
、『
第
七
十
一
回
成
田
山

学
童
写
生
大
会
』（
後
援
・
協
賛

犬
山
市
、
中
日
新
聞
社
、
名
古

屋
鉄
道
㈱
他
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
勢
の
学
童
・
児
童
が

参
加
さ
れ
、
熱
心
に
写
生
に
取

り
組
み
ま
し
た
。【
写
真
下
】

　

滝
滋
先
生
、
伊
藤
恵
以
知
先

生
、
長
瀬
喜
久
男
先
生
に
よ
る

審
査
が
行
わ
れ
、
優
秀
作
品
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

※
表
彰
式
は
六
月
二
十
日
に

な
る
為
、
そ
れ
に
伴
い
特
別
賞

受
賞
者
の
発
表
は
六
月
号
の
掲

載
と
な
り
ま
す
。

　

五
月
五
日（
祝
）本
堂
北
参
道
に

鎮
座
す
る
新
生
大
仏
入
仏
記
念
法

要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。【
写
真
左
】

　

法
要
に
は
、
㈱
木
村
鉃
工
所
代

表
取
締
役
社
長 

木
村
嘉
孝
様
、
ま

た
名
古
屋
鉄
道
㈱
よ
り
鉄
道
事
業

本
部
営
業
部
長 
奥
村
崇
岐
様
、
同

本
部
営
業
部
駅
管
理
課
長 

鈴
木

祐
二
様
が
ご
参
列
、
ご
焼
香
賜
り

ま
し
た
。

　

ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
プ
リ
マ

ベ
ー
ラ
２
０
２
６
が
四
月
十
七

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日

は
名
古
屋
市
の
熱
田
神
宮
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
歴
史
あ
る
場

所
か
ら
観
光
名
所
を
巡
り
、
往

年
の
旧
車
・
名
車
た
ち
60
台

余
り
が
次
々
と
当
山
に
到
着
。

そ
の
後
、
愛
知
県
を
北
上
し
、
午

後
四
時
頃
に
当
山
心
字
池
前
に

個
性
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の

数
々
【
写
真
下
】
が
集
い
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、
僧
侶
に
よ
る
梵
天

の
お
祓
い
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全

と
無
事
故
完
走
を
祈
願
。
静
か

な
空
気
の
中
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

と
お
寺
の
歴
史
が
重
な
る
印
象

的
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

奉
納
者
芳
名

◆
灯
明
料

名
古
屋
市　

佐　

藤　
　

公　

彦

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

椛　

鈴

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
理
香

　

〃　
　
　

藤　

本　
　

椛　

鈴

　

〃　
　
　

藤　

本　
　

祐　

介

各
務
原
市　

吉　

田　
　

武　

留

◆
の
ぼ
り

名
古
屋
市　

佐　

藤　
　

公　

彦

◆
お
供
え

各
務
原
市　

中　

野　
　
　
　

隆

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

　

〃　
　
　

山　

田　
　

き
よ
子

犬
山
市　
　

中　

山　
　

佳　

子

各
務
原
市　

原　
　
　
　

敬　

徳

　

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六
日

ま
で
に
亘
り
、『
第
七
十
一
回
成

田
山
学
童
写
生
大
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
も
多
く
の
ご
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。

　

※
表
彰
式
は
六
月
二
十
日
に
な

る
為
、
そ
れ
に
伴
い
特
別
賞
受
賞

者
の
発
表
は
六
月
号
の
掲
載
と
な

り
ま
す
。

貞
照
寺
だ
よ
り

第
71
回

学
童
写
生
大
会
開
催

　
お
子
さ
ま
の
夜
泣

き
、
疳か
ん

の
虫
を
封
じ
、

健
や
か
な
成
長
を
祈
願

す
る
『
虫
封
じ
』
を
左

記
の
日
付
に
て
厳
修
い

た
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈

　
六
月
四
日（
木
）

　
　
　
午
後
二
時
よ
り

﹇
ご
祈
祷
料
﹈

　
一
金
　
一
千
円
以
上

全
国
安
全
週
間

特
別
祈
願
会

　
七
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
の
一
週
間
に
わ
た

り
、
厚
生
労
働
省
、
中

央
労
働
災
害
防
止
協
会

の
主
唱
す
る
「
全
国
安

全
週
間
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
安
全
意
識
向
上
の
た

め
、
職
場
全
体
で
安
全

な
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
全
国
的
な
活
動
週

間
で
す
。

　
当
山
で
は
、
こ
の
趣

旨
に
賛
同
し
職
域
安

全
・
工
場
安
全
・
災
害

防
止
・
業
績
向
上
を
祈

願
す
る
特
別
祈
願
会
を

厳
修
い
た
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈

七
月
一
日
〜
十
五
日
ま
で

午
前
七
時
・
九
時
・
十
一
時

午
後
一
時
・
三
時

﹇
ご
祈
祷
料
﹈

　
一
金
　
五
千
円
以
上

虫
封
じ

  

祈
願
会

子こ
そ
だ
て育

祈
願

令
和
 
年
度

8
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索
の
会
で
は
、
特
別
企
画
と
し

て
三
月
十
八
日
「
氷
川
き
よ
し
特

別
公
演
」
と
四
月
二
十
二
日
「
歌

舞
伎
・
流
白
浪
燦
星
（
ル
パ
ン
三

世
）」
観
劇
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
は
舞
台
や
歌
舞

伎
な
ど
を
観
劇
し
、
楽
し
い
時
を

堪
能
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
索

の
会
で
は
、
特
別
企
画
を
充
実
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

　

四
月
八
日
、
港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

（
支
部
長
＝
山
本
敦
氏
）
は
、
総

登
山
を
実
施
し
ま
し
た
。
支
部
員

十
七
名
が
参
集
し
、
十
一
時
の
大

護
摩
供
を
参
拝
さ
れ
、
所
願
成
就

を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
大
護
摩
供

参
拝
後
に
小
豆
畑
主
監
の
挨
拶
を

頂
戴
し
、
事
務
局
よ
り
索
の
会
へ

の
日
頃
の
御
協
力
の
御
礼
を
し
、

開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業
の
御

案
内
を
し
ま
し
た
。　
　

上
林
記

　

四
月
十
九
日
、
名
古
屋
成
田
講

支
部
（
支
部
長
＝
岡
部
幸
男
氏
）

は
支
部
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

先
ず
十
一
時
の
大
護
摩
供
を
参

拝
、
各
々
お
不
動
様
に
所
願
成
就

を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
御
護
摩
参

拝
後
の
総
会
で
は
、
岡
部
支
部
長

よ
り
会
計
報
告
並
び
現
況
報
告
が

さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
新
年
度
の

活
動
計
画
、
改
正
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
協
議
の
結
果
、
全
員
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
よ

り
改
め
て
索
の
会
へ
の
ご
理
解
ご

協
力
の
御
礼
を
し
、
今
年
度
の
索

の
会
行
事
の
案
内
を
し
ま
し
た
。          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
林
記

　

四
月
十
八
日
、
明
智
大
教
会
支

部
（
支
部
長
＝
片
桐
長
寿
氏
）
の

支
部
総
会
が
明
智
大
教
会
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
桐
支
部
長
よ
り
令
和
七
年
度

の
会
計
報
告
、
事
業
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
新
役
員
の
選
出

案
が
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
五
月
二
十
四

日
に
索
の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
の
ご
案
内
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
石
記

　

四
月
十
一
日
、
丸
山
成
田
山
講

支
部
（
支
部
長
＝
中
島
陸
秧
氏
）

で
は
、
成
田
山
信
徒
会
館
に
て
役

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
島
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

令
和
七
年
度
の
事
業
報
告
及
び
令

和
八
年
度
活
動
予
定
に
つ
い
て
協

議
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菱
木
記

◆
丹
羽
支
部

（
新
任
）
社
本　

光
永
（
支
部
長
）

（
新
任
）
社
本　

宮
明
（
顧
問
）

（
退
任
）
社
本　

宮
明
（
支
部
長
）

◆
明
智
大
教
会
支
部

（
新
任
）
片
桐　

長
寿
（
支
部
長
）

（
新
任
）
成
瀬　

彰
（
顧
問
）

（
新
任
）
西
戸　

江
理
子
（
会
計
）

（
退
任
）
成
瀬　

彰
（
支
部
長
）

（
退
任
）片
桐　

長
寿（
副
支
部
長
）

◆
味
鋺
成
田
講
支
部

（
退
任
）
横
井　

博
（
顧
問
）

◆
犬
山
一
心
支
部

（
退
任
）
森
田　

光
子
（
顧
問
）

◆
丸
山
成
田
山
講
支
部

（
退
任
）
青
山　

稔
（
評
議
員
）

◆
岐
北
月
参
講
支
部

（
退
任
）
倉
地　

日
出
子
（
会
計
）

◆
名
古
屋
成
田
講
支
部

（
退
任
）古
泉　

真
佐
子（
評
議
員
）

江
南
市　
　

藤　

井　
　

衿　

花

　

〃　
　
　

藤　

井　
　

み
ど
り

小
牧
市　
　

山　

下　
　

史
守
朗

丹
羽
郡　
　

井　

上　
　

浩　

二

支
部
総
会
開
催

難
病
者
激
励
金
を
寄
託

中
日
新
聞
社
会
事
業
団
へ
合
掌（
た
す
け
あ
い
）の
箱

　

索
の
会
会
員
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
実
践
い
た
だ
い
た

「
合た
す
け
あ
い

掌
の
箱
」
難
病
者
激
励
募
金

を
四
月
十
四
日
、
中
日
新
聞
社

会
事
業
団
に
寄
託
し
ま
し
た
。

　

寄
託
に
は
、
索
の
会
会
長
安

藤
隆
司
氏
（
ご
名
代
＝
名
古
屋

鉄
道
㈱
鉄
道
事
業
本
部
営
業
部

長
奥
村
崇
岐
氏
）
列
席
の
下
、

岡
部
幸
男
氏
（
名
古
屋
成
田
講

支
部
支
部
長
）、小
沢
由
幸
氏
（
東

濃
支
部
支
部
長
）、
上
杉
啓
詞
氏

（
四
日
市
支
部
副
支
部
長
）
に
ご

出
席
頂
き
、
名
古
屋
市
の
中
日

新
聞
社
本
社
を
訪
れ
、
総
額
二
、

四
七
八
、六
〇
六
円
の
募
金
を
林

寛
子
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
理

事
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。【
写
真

左
上
】

　

募
金
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
各
支
部
の
皆
様
、
ま
た
募

金
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

索
の
会
企
画

　
　
御
園
座
観
劇
会

2,478,606円
1,000,000円
1,478,606円

激 励 金内訳
募 金
成田山大聖寺より

合計

役

員

異

動

索
の
会

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

総
登
山
実
施

役
員
会
開
催

【
港
ト
ラ
ッ
ク
支
部
】

【
丸
山
成
田
山
講
支
部
】

【
名
古
屋
成
田
講
支
部
】

【
明
智
大
教
会
支
部
】

〈お問い合わせ〉６月１日より受付いたします。犬山成田山 索の会事務局  0568-61-2583
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6月30日は今年の後半期に入
る晦日であり「夏越」と称さ
れます。後半期の始まりにあ
たり、お不動さまに所願成就
をお祈り下さい。 皆様の願いが浄書された短冊

を取り付けた「願かけ風鈴」
を奉安し、夏風にのせてお不
動さまに願いを届けます。

◆期間… 6/30 ～ 8/31 ◆ 期 間 … 6/1 ～ 8/31
◆ 場 所 …鐘楼堂西側広場
◆ 短冊奉納料… 千円以上

… 各八百円以上
［三種類］◆  限定願かけ

風鈴御朱印

期間中ご祈祷を受けられた方
には、来年１月に使用できる
ご優待券を謹呈いたします。

夏越の大祈願 願かけ風鈴まつり

青
葉
ま
つ
り

宗
祖
弘
法
大
師

中
興
興
教
大
師

午
前
10
時
か
ら

午
前
10
時
か
ら

6
月
15
日
（月）

6
月
17
日
（水）

　

宗
祖
弘
法
大
師
、
並
び
に
中
興
の
祖
、
興
教

大
師
の
ご
生
誕
を
お
祝
い
す
る
『
青
葉
ま
つ

り
』
を
大
師
堂
に
て
厳
修
い
た
し
ま
す
。
ど
な

た
様
も
ご
自
由
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

両
祖
大
師
ご
生
誕 

慶
祝
法
要

「
写
経
」の
お
勧
め

　
豊
か
な
心
を
育
む
修
行
と
し
て

『
写
経
』
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
心
を
込
め
て
浄
書
す
れ
ば
、

雑
念
を
払
い
、
心
身
を
集
中
さ
せ
、

心
を
安
ら
か
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
ど
な
た
様
も
お
気
軽
に
ご
参

加
下
さ
い
。

◆
日
時
…
毎
月
28
日

※
午
前
9
時
よ
り

◆
料
金
…
一
千
円
以
上
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滋
賀
県　
　

西　

出　
　
　
　

豊

土
岐
市　
　

川　

上　
　

昌　

也

犬
山
市　
　

久　

郷　
　

珠　

代

名
古
屋
市　

明
月
堂

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

英
子

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　

〃　
　
　

井　

戸　
　

千　

尋

小
牧
市　
　

山　

田　
　

鐐　

市

犬
山
市　
　

清　

水　
　

滋　

子

郡
上
市　
　

熊　

田　
　

智　

之

大
垣
市　
　

岩　

崎　
　

光
企
夫

名
古
屋
市　

倉　

知　
　

里　

衣

　

〃　
　
　

倉　

知　
　

昂　

平

　

〃　
　
　

宮　

澤　
　

保　

雄

犬
山
市　
　

成
田
山
索
の
会

名
古
屋
市　

健
商
物
流
㈱

　
　
　
　
　
　
　

髙
木　

健
二
郎

長
久
手
市　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

愛
知
主
管
支
店

一
宮
市　
　

永　

田　
　

和　

也

中
津
川
市　

山　

田　
　

益　

弘

名
古
屋
市　

篠　

田　
　

正　

樹

　

〃　
　
　

伊　

藤　
　

直　

記

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

名
古
屋
市　

㈱
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
野　

祐
子

　

〃　
　
　

真
永
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

久
松　

貴
裕

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

名
古
屋
市　

㈱
Ｉ
Ｂ
Ｈ
Ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　

市
野　

貴
之

　

〃　
　
　

市
野
接
骨
院

　
　
　
　
　
　
　
　

市
野　

貴
之

岐
阜
市　
　
㈱
ハ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

正
村　

直
美

丹
羽
郡　
　

㈱
東
海
理
化

　
　
　
　
　
　
　
　

生
技
管
理
部

一
宮
市　
　

㈱
中
村
社
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

雅
康

各
務
原
市　

山　

崎　
　
　
　

圭

各
務
原
市　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

貴
大

　

〃　
　
　

奥　

田　
　

結
里
恵

　

〃　
　
　

奥　

田　
　

光　

貴

犬
山
市　
　

犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

名
古
屋
市　

㈱
朝
日
機
器

　
　
　
　
　
　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ア
メ
リ
カ　

浦　

本　
　

藍　

加

江
南
市　
　

野　

呂　
　

尚　

枝

春
日
井
市　

渡　

邉　
　

ゆ　

み

小
牧
市　
　

安　

田　
　
　
　

聡

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

お
名
前
と
お
願
い
事
を
浄
書
し

て
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
護
摩

祈
祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
、
お

願
い
事
が
成
就
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
初
穂
料

三
百
円
以
上
、
五
百
円
以
上

（大）

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

小
六
　
　
後
藤
　
望
杏

小
五
　
　
土
井
　
柚
香

小
三
　
　
東
道
　
ゆ
き
の

【
評
】
ゆ
っ
く
り
と
筆
を
進
め
て
お

ち
つ
い
た
作
品
で
す
。

【
評
】
思
い
切
っ
た
元
気
な
線
で

書
け
ま
し
た
。

【
評
】
ど
っ
し
り
と
上
手
に
書
け
ま

し
た
。

紙

上

書

道

展

編
集
室
よ
り

大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

四
月
の
登
山
講
社

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

お
知
ら
せ

　

成
田
山
索
の
会
丹
羽
支
部
評
議

員
鷲
見
時
生
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
告
別
式
は
三
月
十
六
日
、
扶

桑
や
さ
し
の
ホ
ー
ル
で
営
ま
れ
ま

し
た
。
喪
主
は
、
鷲
見
徳
一
氏
。

四
月

三
月
・
四
月

四
月

（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

お
く
や
み

鷲
見
時
生
氏

行事は中止または内容変更となる場合がございます。
ホームページ、お電話にてご確認お願い致します。

〈夏越の大祈願〉　 ▶ 6/30～8/31
〈願かけ風鈴まつり〉▶  6/1 ～ 8/31

19

日 月 火 水 木 金 土

15

8

22

29

5

17

10

24

11

25

15/31

7/1 7/2 7/3 7/4

12

26

2

13

27

3

14

28

4

20

7

21

16

9

23

30

6

18

虫封じ

ご縁日

ご縁日

ご縁日 安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日写経会

ご詠歌

月並
御影供

6 月行事のご案内

青葉まつり 青葉まつり

夏越の大祈願

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

　

去
る
四
月
十
七
日
、
ラ
・
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
６
の
中
継
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
当
山
に
約
60
台
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
事
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を
間

近
で
見
る
事
が
出
来
た
こ
と
は
、

心
跳
ね
る
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

中
に
は
百
年
近
く
を
経
て
も
な
お

現
役
で
走
っ
て
い
る
車
が
あ
る
事

に
驚
く
と
同
時
に
、
古
い
車
も
整

備
し
て
い
れ
ば
い
つ
ま
で
も
現
役

で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
と
云
う
こ

と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

物
を
大
事
に
し
、
慈
し
む
心
の

大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
黒
記


